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自己紹介(1)

2004.4-2006.3 国立国会図書館(NDL)関西館
でカレントアウェアネス・ポータルの立ち上げ
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http://current.ndl.go.jp/


自己紹介(2)

2006.4~ 京大図で主に電子リソース関係に従事

電子ジャーナル・データベースの
提供・管理
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http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/gakunaiej.html


自己紹介(3)

京都大学発行電子ジャーナル

京大発行の学術雑誌・国際会議録
などを一箇所で提供

電子ジャーナル・プラットフォームへ

コンテンツ・プロバイダとしての図書館
4

http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/bulletin/index.html
http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/


CiNiiとのかかわり

図書館としては

日本の論文を探すならCiNii
ホームページでナビゲーション

講習会やリテラシー授業などで案内

執筆者としては

文章を書く際に先行文献を探す

広い分野の論文を収録していて思わぬ発見も

この2-3年で大変使いやすくなった印象
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京大におけるCiNii利用
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京大AL⇔CiNiiリンク

CiNii-Google連携
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京大EJリスト

Knowledge Base

DOI

文献DB：メタデータ EJ：論文本文（PDF）

京大でのCiNii応用サービス
:京大ArticleLinker（リンクリゾルバ）
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http://www.scopus.com/scopus/home.url
http://ge.nii.ac.jp/genii-cgi/geniilink_a.cgi?_gn_next_url=http://ci.nii.ac.jp/
http://www.sciencedirect.com/science?#Skip Buttons
http://www.sciencedirect.com/science?_ob=HomePageURL&_method=userHomePage&_lg=Y&_acct=C000009380&_version=1&_urlVersion=0&_userid=119230&md5=f35c3cde4fdf197960ceab86e900c072
http://ge.nii.ac.jp/genii-cgi/geniilink_a.cgi?_gn_next_url=http://ci.nii.ac.jp/
http://www.doaj.org/doaj?func=home
http://www.crossref.org/index.html


京大ArticleLinkerを使ったCiNiiサービス

ex. CiNii→京大ArticleLinker→論文本文（ex.J-Stage）

ex. Google Scholar→京大ArticleLinker→論文本文（CiNii）

論文メタデータの活用

・コピー（ILL）申込み

・OPACや他DBを検索 8

http://ci.nii.ac.jp/
http://scholar.google.co.jp/scholar?hl=ja&lr=&cluster=1843812287072664778


CiNii→京大ArticleLinker→京大リポジトリ

論文DB：CiNii

リゾルバ：京大ArticleLinker

IR：京大リポジトリ
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http://ci.nii.ac.jp/


論文を中心とした図書館サービス

大学図書館：論文を中心とした図書館サービスへ

CiNiiは日本（語）論文サービスの中で中心的な
位置づけ
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これからのCiNiiに期待すること

CiNiiの強み

無料で使えること

日本語論文DBが少ないこと（NDL雑索/JDream/医中誌）+日
本（語）ジャーナルの収録範囲が最も広い

使い勝手がよくなってきたこと
論文本文にリンクしていること+リゾルバなど外にリンクしていること

利用が急激に伸びていること
Googleからヒットすること（残り700万件も開放しては？）

今のタイミングなら、たとえば医学系で論文を探すならPubMedと
呼ばれるように、日本（語）の論文を探すならCiNiiとよばれる存在
を目指せるのでは？

大学図書館はそのようなCiNiiと組んでサービス展開したい
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アイデア①より使われる論文DBに

収録誌のさらなる拡充

CiNiiだけで日本（語）論文は事足りるような

抄録（Abstract）の収録

引用文献のリンク付け

引用数のカウント?

新着/検索式のRSS配信

●海外の論文DBに参考に

12



アイデア②オープンアクセス文献への直リンク

●コンテンツ・プロバイダとしては

CiNiiから直接大学発信のコンテンツに飛んできてほしい

JuNii+のメタデータで？ / 論文のID付与で？ 13



アイデア③学位論文も検索

●雑誌論文とともに学位論文も

CiNiiをあらゆる学術情報検索のプラットフォームに

大学は学位論文本文の公開へ

CiNii→本文（大学）

ユーザに多くの検索サイトを使い分けさせない
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アイデア④研究者単位で論文を探す

●著者名の漢字表記とローマ字表記をリンク付け

→1人の研究者の日本語論文と英語論文をまとめて検索

山中, 伸弥 Yamanaka, Shinya研究者リゾルバー
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